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複雑性尿路感染症に対す るCefpiramide (SM-1652)の 臨床的検討
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複雑性尿路感染症39例(慢 性膀胱炎21例,急 性腎盂腎炎7例,慢 性腎盂腎炎11例)に 対し,

新 しく開発された抗緑膿菌作用をもつ,セ フェム系抗生物質Cefpiramide (CPM,SM-1652)を 投

与 し,臨 床効果を検討した。

投与法は原則として,1日1回0.5～1.0g,静 注 または点滴静注にて5日 間連日投与 した。著効

9例,有 効16例,無 効14例 で,総 合有効率は64%で あった。15例 は緑膿菌による尿路感染症

で,そ の有効率は53.3%で あ ったが,無 効例の大部分はカテーテル留置例であった。

投与後の検査値の異常として,S-GOTま たはS-GPTの 軽度の上昇が3例 に認められた。

Cefpiramide (CPM,SM-1652)は 住友化学工業（株）

と山之内製薬（株） とで共同開発されたセフエム系抗生

物質であ り,そ の構造式はFig1に 示 すとおりである。

本剤は強力でかつ幅広い抗菌スペクトラムを有し,特 に

緑膿菌を含むブドウ糖非発酵性グラム陰性菌の多くにも

強い抗菌力を示し,静 脈内投与した場合,血 中濃度は既

存のセフェム系抗生物質 よ り高 く,持 続的 で あ る と

の特徴を持つ1,2)。そ こで 今回我々は複雑性尿路感染症

に対し,本 剤を投与し,そ の臨床効果および副作用につ

いて検討を行った。

I. 対 象および方法

1. 対象

対象は1980年7月 から1981年8月 まで東京大学付

属病院泌尿器科およびその関連病院に入院した患者のう

ち,UTI薬 効評価基準(第2版)3)に 合致 した複雑性尿

路感染症39例 で,疾 患の内訳は慢性膀胱炎21例,急

性腎盂腎炎7例,慢 性腎盂腎炎11例 であった。対象患

者はいずれもアレルギー既往歴がなく,ま たCPMの 皮

内テス ト陰性例であった。

2. 投 与方法

1日 投与量は1gが33例,2gが4例,0.5gが2

例 で,投 与経路は静注が29例,点 滴静注が10例 で,

1日1回 投与が32例 と大部分を占めた。投与日数は5

日間が37例 で,6日 間,7日 間が各々1例 ずつであっ

た。

3. 効果判定

主治医による効果判定とUTI薬 効評価基準8)による

効果判定を行った。

副作用に関 しては,投 与開始から終了までの自他覚的

症状の有無を観察 した。また各症例について投与前後の

血液像,肝 機能,腎 機能を検討 した。

II. 成 績

複雑性尿路感染症39例 の臨床成績をTable1に 示し

た。患者は男子31例,女 子8例 で17歳 から89歳 の

年齢分布で50歳 代から80歳 代までの高年齢層が多か

Fig. 1 Chemical structure of CPM
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Table 2 Overall clinical efficacy of CPM classified by type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of CPM in complicated UTI

Table 4 Bacteriological response to CPM in complicated UTI
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った。またUTI薬 効評価基準の群別に従って分類 し,

総合臨床効果をまとめたものがTable 2で ある。単独感

染は32例 であり,そ の内訳はカテーテル留置群(第1

群)が12例,前 立腺術後感染症(第2群)が3例,そ

の他上部尿路感染症(第3群)6例 そ の他の下部尿路

感染症(第4群)11例 で あ った。第1群 の有効率は

33%と 低かったが,他 の3群 の有効率 は 極めて高 く,

単独感染群では著効8例,有 効15例,無 効9例 で有効

率は72%で あ った。混合感染はカテーテル留置例(第

5群)4例 で い ずれも無効,非 留置例(第6群)3例

で,著 効,有 効,無 効が各1例,混 合感染群では著効1

例,有 効1例,無 効5例 で有効率は29%で あ った。全

体を総合すると,著 効9例,有 効16例,無 効14例 で,

有効率は64%で あった。

次に,こ の39例 の膿尿と細菌尿に対する本剤の効果

について検討した成績がTable 3で あ る。膿尿について

みると,正 常化したものが9例(23%),改 善 したもの

が4例(10%),不 変 のものが26例(67%)で あ った。

細菌尿については陰性化したものが23例(59%),減 少

したものが1例(3%),菌 交代したものが4例(10%),

存続 したものが11例(28%)で あ った。

Table 5 Strains appearing after CPM
treatment in complicated UTI

なお 主 治 医 判 定 では 著 効13例,有 効11例,や や 有

効5例,無 効10例 で,有 効 率 は61.5%で あ り,UTI

薬 効 評 価 基 準 に よ る判 定 とほ ぼ 同様 の有 効 率 で あ った。

菌 種 別 に細 菌 学 的 効 果 を 検 討 した も のがTable 4で あ

る。 投 与 前 に 分 離 され た 株 数 は47株 で あ り,P. aeru-

ginosa,E. coli,Serratia,S. faecalisが 主 な菌 種 で あ

った 。P. aeruginosaは15株 中9株,E. coliは7株 中

7株,Serratiaは6株 中3株, S. faecalisは5株 中5

株 が 消 失 した 。 全 体 の 消 失 率 は74.5%(47株 中35株)

で あ った 。

投 与後 出 現株 はCandida 3株, S. faecalis 2株,

S. epidermidis 2株,R aeruginosa, Serratia, E coli

各 々1株 ず つ で計10株 で あ っ た(Table 5)。

Table 6は 保存 しえた 起 炎菌 の最 小 発 育 阻 止 濃 度(M

IC)と 細 菌 学 的 効果 との 関連 を示 した も の で あ る。 な お

MICの 測 定 の際 の接 種 菌 量 は106/mlで あ る。P. aeru-

ginosa 9株 につ い てみ る と,8株 はMICが12.5μg/ml

以下 で そ の うち5株 が 除 菌 さ れ た 。400μg/mlのMIC

を示 した1株 も除 菌 され て い る のが 注 目され る。 全 体 的

に み る と,MICが25μg/ml以 下 の22株 で は19株

(86.4%)が 除菌 され た が,100μg/ml以 上 で は5株 中

2株 が除 菌 され た にす ぎ ない 。

副 作用 に関 して は,自 他 覚 的 に何 らか の症 状 を示 した

例 は なか った 。

Table 7に 投 与 前 後 の検 査 値 を 示 し た 。 投 与後, S-

GOTの 軽 度 の上 昇 が2例(症 例23:19→44,症 例39:

16→47),S-GPTの 軽 度 の 上 昇 が1例(症 例24:33→

87)に 認 め られ た 。

III. 考 案

セフェム系抗生物質の最近の進歩は目覚 しく,第 三世

Table 6 Relation between MIC and bacteriological response in CPM treatment

No. of strains eradicated/No . of strains isolated
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代に属する数多くの薬剤が開発されてきた。これらは緑

膿菌に抗菌力がある薬剤と抗菌力のない薬剤に大別する

ことができる。CPMは 前者に属する抗生物質であり,

緑膿菌のみならず,多 くのブドウ糖非発酵性 グラム陰性

菌にも強い抗菌力をもっている。

今回,39例 の複雑性尿路感染症に対 し本剤を使用 し,

有効率は64%で あ った。39例 のうち,緑 膿菌を起炎

菌とする症例は15例 でUTI薬 効評価基準による効果

判定では,著 効3例,有 効5例,無 効7例 であ り,緑 膿

菌感染症での有効率は53.3%で あ った。無効例を分析

すると,6例 がカテーテル留置例であった。著効,有 効

例ではカテーテル留置例は1例 であ り,カ テーテル留置

例以外の緑膿菌感染には極めて有効であるこ とが 示 さ

れ,in vitroの 抗菌力が臨床的にも反映され た とい え

る。

また全体的にみても,単 独感染で,第2群,第3群,

第4群 の有効率は91～100%と 高 く,緑 膿菌以外の菌に

よる感染に対しても,カ テーテル留置例以外ではすぐれ

た治療効果を上げている。

本剤静注時の血中濃度は持続的で,血 中半減期が4.6

時間と,セ フェム系抗生物質の中では半減期の長い薬剤

である2)。この特徴を生かすため,1日1回 投与を主と

して行った。1日1回 投与例は32例 で そ の有効率は

65.6%で あ り,充 分な有効率をあげるこ とができた。

1日2回 に分割して投与 した例が少なく,比 較検討はで

きなかったが,本 剤は1日1回 の投与でも,充 分な治療

効果が期待できるであろう。患者にとっても,臨 床医に

とっても,1日1回 の投与ですめば ,朗 報 といえよう。

今回の検討では副作用 としての自他覚的症状は認めら

れなかったが,臨 床検査値の異常 として,3例 にS-GOT

また はS-GPTの 軽度の上昇がみられた。

国井4)に よる全国集計でも,臨 床検査値異常のうち,

肝機能検査値の異常が最も多かった。また本剤は他のセ

フェム系抗生物質と比較して尿中排泄は少なく,胆 汁中

排泄が多いという代謝,排 泄の特徴もあることから,本

剤の投与にあたっては肝機能の推移に留意する必要があ

ろう。

今回の臨床検討からみて,本 剤の複雑性尿路感染症に

対する臨床効果は良好であり,特 に緑膿菌による尿路感

染症の治療に際 して,有 用な薬剤といえよう。
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Cefpiramide (CPM, SM-1652), a new antipseudomonal cephalosporin with a broad spectrum of
antibacterial activity, was used in 39 cases of complicated urinary tract infections which consisted
of 21 cases of chronic cystitis, 7 cases of acute pyelonephritis, and 11 cases of chronic pyelonephritis.
Cefpiramide was administered parenterally a dose of 0.5-1.0 g once a day for 5 days in most of
cases. Clinical efficacy was excellent in 9 cases, moderate in 16 cases, and poor in 14 cases.

The effectiveness rate in infections due to P. aeruginosa was 53. 3%, and most of failed cases with
this treatment had indwelling catheters.

Abnormal laboratory findings after the treatment showed slight elevation of S-GOT or S-GPT in 3
cases.


